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第２５期 国立市社会教育委員の会（第３回定例会）会議要旨 
令和５年７月２４日（月） 

［参加者］山口、寺澤、加藤、矢野、桒畑、根岸、谷口、生島、中田、大森 
 
［事務局］井田、土方、高橋 
 
 
生島議長 それでは、第２５期国立市社会教育委員の会第３回定例会をこれから開催

したいと思います。お集まりいただきまして、ありがとうございます。 
 本日は、皆さんおそろいでございます。当然ながら定足数に達しております
ので、本日の会議を始めたいと思います。 
 それでは、まず本日の配付資料につきまして、事務局から御説明をお願いい
たします。 

 

事務局 事務局です。本日もよろしくお願いします。 
 お手元に山が２つ置かれているかと思います。まず、次第の山のほうから御
覧ください。一番上が本日の次第となっております。その下は、資料１として、
ホチキス留めになっております、前回の定例会の際にお願いをして、皆様から
御提出いただいたものをまとめたものになります。その次は、加藤委員のもの
を別紙で、Ａ４判１枚でつけさせていただいております。その次は資料２とし
て、タイトルが「都市社連協事業日程について」と書かれたものになります。
次第の山は以上になります。 
 続いて、前回の議事録が載っている山を御確認ください。前回の議事録は再
度確認していただきまして、特に修正等ございませんでしたら、市のホームペ
ージにアップさせていただきたいと思います。修正等ございましたら事務局へ
お伝えいただければと思います。続きまして、公民館だより、図書室月報、図
書館のいんふぉめーしょん、それぞれ１部ずつつけております。その下に、都

市社連協関連として、『社協情報』の購入御案内の資料をつけさせていただい
ております。 
 配付漏れ等、ございませんでしょうか。 
 資料の説明は以上になります。 

 
生島議長 はい、ありがとうございました。 

 それでは、次第２の今後の進め方ということに入っていきたいと思います。 
 今期は、教育長のほうから諮問としまして、「国立市の生涯学習・社会教育分
野におけるＩＣＴ活用による学習機会充実の可能性について」ということを、
議論していくことになっております。本日は、前回の定例会でお願いいたしま
した事前課題について、まず、委員の皆様方からそれぞれ、書いてきていただ
いたことを御発表いただきながら、追加の説明をしていただいて、まずはそれ

を皆さんで共有して、そして今後の議論の進め方について、少し深めていきた
いと思っております。 
 その後、私のほうでちょっと簡単なまとめをさせていただきながら、それを
たたき台にしたり、一つのネタにしながら、さらに皆さんからいろんな御意見
をいただいて、今後の進め方について深めていきたいと思っておりますので、
よろしくお願いいたします。 
 では、早速ですけれども時計回りということで、御発表をお願いしたいと思
います。恐れ入りますが、山口委員から順に御発表をお願いします。皆さんの
ほうには、それぞれの方にお書きいただいた意見というのがありますので、そ
れを見ながら御説明を聞いていただければと思います。お願いいたします。 



 2 

 
山口委員 情報発信について学校現場として何か協力できることはないかと考えた

ときに、市内の小中学校全１１校のホームページ上に、生涯学習や社会教育分
野の取組の情報発信がすぐ分かるように、リンク用のバナーを設けてみるのは
どうかなと思い提案いたしました。 
 各校のホームページは、全市民というわけではないんですが、保護者の方々
もよく見ますし、また子供たちも、現在１人１台のタブレットが配布されて、
この夏休みから市内全校で、自宅に持ち帰るということも実施されています。
いずれは休み中だけじゃなくて、日常的に自宅に持ち帰って学習に使うことに
なると思いますので、子供たちもこういったホームページを見る機会が個別で
あるかなということで、学校としては、こういったことの周知にホームページ
を利用してみるのはどうかという提案です。 
 以上です。 

 

生島議長 ありがとうございます。 
 では、寺澤委員、お願いいたします。 

 
寺澤委員 書かせていただいたとおりですけれども、皆様、「くにペディア」って御存

じですか。いろんな施設を紹介している、公民館さんとか、いろいろな団体の
皆様とで作らせてもらったりしているものです。今は紙ベースで文字情報、写
真も載っているんですけれども、そこに子どもたちとか保護者の方に、そこが
どういう施設なのかというイメージがより伝わりやすくするためにも、動画の
ＱＲコードとかをつけて、スマホとかで読み込めるようにできたらすごくいい
なとちょっと思っています。それが１つです。 
 あとは、私、社会教育分野といっても、どうしても子供たちのほうに頭が行
っちゃうので、とはいえ、学校の外で何か活動をということでいうと、本に親
しむというのは学校の中だけはなく、家庭の中でもできる社会教育かなと思い

まして。それでいうと、先生おっしゃったとおり、生徒１人１台タブレットを
持っている今だったら、電子図書館をより積極的に活用できないかなと思って
います。特に小学生とかだと、保護者の方が図書館まで連れていってカードを
作ってというのが必要ですけど、保護者の方に興味、関心がないと、子供自体
なかなかそこにつながっていけないというのもあるかなと思うんです。 
 なので、もう小学校の図書館と公立図書館を最初から連携させてはどうかと。
全国には、小学校の図書カードをそのまま公共図書館で使えるみたいなところ
も、もうあったりするので、システムの問題とかもちろんいろいろあるんです
けど、そういった連携が将来的にできていくといいかなと。そういうところで
小さい頃から本に親しんだ子供は、大人になっても多分本に親しんでいける。
大きくなってアルバイトをして、自分でもしかしたら本を買いに行けるかもし
れないとか。そういうのもあるので、そういった活動がちょっとでも進むとい

いなと思っています。 
 あとは、ＩＣＴを活用した家庭での学習支援ですね。今、いろんな団体で学
習支援してくださっているんですけれども、中高生とかになると、人の目を気
にする。なので、そういう場所に行く、イコール経済的に…というふうに周り
から見られてしまうというのは、やはり気になるところだと思うので、もうオ
ンライン上で、アバターとかニックネームとか、そういったので自分が誰か分
からないような感じで学習会に参加をしたり、質問ができるような家庭学習の
環境というのを整えていけるといいかななんて思っています。 
 以上です。 

 



 3 

生島議長 ありがとうございます。 
 では次、加藤委員にお願いしたいと思いますが。別添、１枚物になっていま

すので。 
 
加藤委員 そうです。提出が遅れてしまって、別にいただきましたので、まとまって

いるものの次のものを御確認ください。 
 ちょっと取り留めなく書いてしまっているんですけれども、先に具体のとこ
ろで、コンテンツと書いているのですが。何か、国立市内は一橋大学をはじめ
とした教育機関がいろいろあったりとか、町の規模に対して地域活動であった
り、そういった場所が多いなという印象がありまして、生涯学習の分野も社会
教育の分野も、それぞれコンテンツといいますか、いろいろと伝えられること
って、すごいあるなというふうな印象がまずありますというのが、前提として
あると。 
 ＩＣＴ活用による学習機会を提供することを検討していくときに、ただＩＣ

Ｔを通して伝えるということだけではなくて、リアルな学習環境の提供状況と
いうのも実際に把握することが大事なんじゃないかなということを考えた。特
に、ＩＣＴで置き換えるべきもの、そうでないものを考えるというふうなこと
が書いてあるのは、多分実際にこれを導入していって動かしていくことを考え
ると、かなり運営していく上でも負担が大きかったり、そもそも提供できるも
のに限界が出てくるんじゃないかという中で、そこら辺の負担も含めて考えて
いくときに、無理のない提供の仕方を考えると、そういったことも必要なんじ
ゃないかなということで書かせていただいております。 
 そういうことで、今、リアルな学習環境というのは何があるのかなというこ
とを見ていくであったりとか、他部署ですとか外部機関等との連携などで解消
できることは何かあるのかなということを含めて、そういった現状の把握をし
ていくことで、効果的なＩＣＴの導入ができるんじゃないかと考えました。 
 あわせて、ＩＣＴ導入によって提供できる情報って、インターネットの先に

あるということを考えると、質、量共に際限ないかなとは思うんですけれども、
先ほど言ったようなことを考えても、やっぱり自ら情報を得に行く姿勢という
のを、なるべく大切にすることがいいんじゃないかということを考えて。そう
いったことをやる方を補助できるような環境を整備していくことで、逆に、自
ら情報を得づらいという方を集中的にサポートする環境もあるんじゃないか
なというようなことを考えました。 
 ということで、そういったことが必要かなというふうに書かれているのがこ
ちらです。 
 下にちょっと羅列しているのは、そういった意味で、学習機会提供状況の把
握、ＩＣＴで置き換えるべきものって何なのかなということを捉えるといった
辺りとか、国立市で提供できることって何なのかな、市内でできることは何か
ということで、学習を提供できる人材の把握であったりとか、逆に提供できな

いというところを把握したりとかいうことも必要だと。 
 そもそも、私、全然把握できていないところがあって、国立市に合うような
事例を把握することであったり、逆に、うまくいっているものだけじゃなくて、
うまくいっていないものも把握するということがとても大事なんじゃないか
と。 
 あと、そもそもこのＩＣＴというもの自体が、何が実現できるのかなという
ことを、国立市のレベルで何ができるかといったことを把握することであった
り、運営主体は恐らく、特に市の職員じゃないかなという意味で、そういった
方々の知識とかリテラシーの向上もしていく必要があるかなと思いました。そ
の他、インフラ環境の充実であったり、情報発信の質と書いたのは、導入した
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ということを知らないと結局使われないかなという意味では、そういったこと
の周知ということも併せて必要なんじゃないかということで書かせていただ

きました。 
 以上となります。 

 
生島議長 はい。ありがとうございます。 

 では、桒畑委員、お願いいたします。 
 
桒畑委員 桒畑です。国立市の生涯学習・社会教育分野におけるＩＣＴ活用というこ

となものですから、私が思うに、やはりコロナのおかげと言ったらおかしいで
すが、コロナのせいでＩＣＴ、これ、恐らく黙っていてもどんどん、どんどん
普及していったとは思うんですけど、コロナ禍で急速にいろんなところに、も
う何とかしたいということでＩＣＴを利用したと、手段として。急激に広がっ
たと思います。そのいい例が、先ほども説明ありましたように、小学校でタブ

レットが全員に配布されていると。現状は、教科書は学校に置いていって、タ
ブレットと練習帳だけ持ち帰るのが、今の小学生だそうです。 
 そういった中で、一方、たまたま前回の会議でこの説明があったと思うんで
すが、この中間評価も今年しなきゃいけないんですね。そういうこと等もあり
まして、ここで私としては、今、国立の現状で実態はどうなってるのと。恐ら
く、この生涯学習振興・推進計画、いろいろ回答来ると思うんですけど、予想
されるとしたら、コロナでできなかったとか、いや、ＩＣＴを利用してここま
でできたとか、逆に、新たなＩＣＴを活用して、新たなやり方を発見できたと
か。そんなような回答が来そうな気がするんですけれども。じゃあ、皆さん、
それぞれ事業とやることが書いてありますから、この計画を遂行している中で
ＩＣＴをどのくらい使いましたかくらいの調査はできるんじゃないかなと。そ
れで、なぜ使ったか、どういうやり方をしたのか、使えない人はどうしたのか、
そういう調査が、これを中間評価と絡めてできるのかなと。 

 またあわせて、この中にも公民館とか図書館も出てくるんですけれども、前
期でやった指定管理者、公益社団法人くにたち文化・スポーツ振興財団、こち
らの関係でもＩＣＴをどうしているのかというようなことをやっぱり調べる
べきかなと思っています。調査方法は、調査票を作って、その調査票に基づい
て我々が、ここは聞いてみたいと思うようなところを、前回同様、呼んでヒア
リング、またはこちらから行くかということになると思いますけれども。 
 そういうようなことで、まずは実態を見ないことには、ＩＣＴ、私自身も会
社でウェブ会議やら講習会やら、いろんなことを急速に学んだ、もうにわか知
識でやっている程度なものですから、まず実態を知っておかないと、何も提言
できないんじゃないかなと思っています。 
 一応、国立市の実態だけではなくて、他市の事例調査もできるならやってみ
たいなと。これは単純に、人口で同規模の市というふうに書きましたけど、同

規模じゃなくても同じような事業をやっている市があったら、そこに行っても
いいのかなと思ったりもしています。社会教育ではないんですけど学校教育の
現場で、名称は伏せますけど、神奈川県の人口３万人弱の町の学校が、三鷹市
の事例を挙げて導入しているという、そんなケースもあったりするものですか
ら、ちょっと最近聞いたばかりの話なんですけど。ですから、必ずしも大きな
市だから国立市にはちょっと身の丈がということにはならないのかなとも思
っております。 
 最後に、我々自身、私も含めて、社会教育にＩＣＴってどういうふうに使わ
れているのというのを、やっぱり一般論としてお勉強しなきゃいけないんじゃ
ないかなと。この辺はもう社会教育の専門家がいらっしゃいますから、ぜひ文
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献なのか、ネット上でこういうのを見ておいて勉強しなさいとか、そういうこ
とも私のほうに指導していただければ、より助かるかなと思って書きました。 

 以上です。 
 
生島議長 ありがとうございます。 

 続いて根岸議員、お願いいたします。 
 
根岸委員 根岸です。まだ提案するようなレベルではないので、とにかく、１番目と

してＩＣＴに関する現状分析、それから２番、生涯学習とか社会教育分野で求
められていることというので、頭を整理するので書き出してみました。 
 まずＩＣＴに関する現状分析ということで、どのような場面で活用されてい
るかということで、一般的には情報収集、各種申請、インターネットショッピ
ング、バンキング、ネット配信を視聴したり、ネットゲーム等と、この辺が一
番使われているのかなと思います。あと、私とか桒畑さんとか企業に勤めてい

た人間としては、企業ではどうかというと、各種社内手続というのは今はもう
ほとんど紙ベースのものはなくて、全てネット上でやっている。稟議なども全
部そうなっている。あとウェブ会議とか社内研修、その辺もやっぱりウェブが
かなり増えています。学校教育のほうは、山口先生のほうが全然詳しいのであ
れですけれども、デジタル教科書とかオンライン授業、あと学校から保護者へ
の配付資料、これもネットで連絡書を配信するという形に、今なっています。 
 デジタル機器としてどんなものが使われているのか、環境的にはどうなんで
すかというところで、まずデジタル機器ではパソコン、タブレット、スマート
フォン、環境的にはインターネット回線と、学校なんかでも大型モニターがか
なり整備されてきているのかなと。 
 メリットは何かといったら、まず情報量の拡大、効率向上、時間短縮、あと
コミュケーションの向上にも、結構チャットとかＬＩＮＥを使うことによって、
この辺もかなり向上しているのかなと考えています。 

 デメリットは何ですかというと、セキュリティーリスク、導入コスト、この
辺がゆえに、デジタルデバイドの発生というところにつながってくるのかなと
思っています。 
 次に、生涯学習とか社会教育分野で求められることというのは、まず講座ま
たはイベント情報の発信、それを周知するということが、やっぱり一番大きい
かなと。それから、講習会場の充実とか受講機会の拡大、人気講座の定員増加、
講座内容の理解度向上。それから、講座またはイベントの振り返りということ
で満足度の確認、次に向けての振り返りが必要なのかなと。 
 このようなことを鑑みて、まず生涯学習、社会教育分野においてＩＣＴの活
用が、どのような場面でどのような効果が期待できるのかというふうに考えて
みました。あとは、それぞれの場面で活用するデジテル機器は何が適している
のか。それから、デジタル機器が使えない方にどういう対応をするか。デジタ

ル機器が使えないというのは、一つは操作できない人、もう一つはデジタル機
器を導入できない人、そういう方々に対してどういうような対応をしていくか
ということが、課題になるのかなと思います。 
 ちょっとまだ取り留めのない内容なんですけれども、以上です。 

 
生島議長 はい、ありがとうございました。 

 では、谷口委員、お願いいたします。 
 
谷口委員 谷口です。よろしくお願いいたします。全く異質な事前課題についての報

告というか、私の考えを書いておりまして、これはちょっとまずいかなという
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ふうに思いまして。いろいろほかの方のも一生懸命読ませていただいたんです
けど、まあ、私の立場からすると、それほどずれたことを言っているわけでな

くという。ただ、ここにも書いてあるんですけど、メールの資料がどうしても
見つからなくて、私、この１１日の夜から２週間ほどヨーロッパへ出かけたん
ですね。それで、この日には帰ってこれないし、資料を探す時間もないし、出
さないわけにはいかないし、かなり追い詰められた状態で、手書きで殴り書き
して、高橋さんにお願いしますって渡したという状況なんですね。 
 いや、まずかったかなというのはずっと思っていたんですけれども、ただ、
こういう私みたいな、中にこういう者が、私の立場とすると民生委員というこ
となので、高齢者を代表しているというふうに私は認識しているんですけれど
も、そういう立場の者が１人入ることも、ま、いいかなというふうに、ちょっ
と自分で自分を納得させるというか、大変申し訳ないんですけれども、そんな
ふうなことです。 
 本当にもう、こういう課題への返答の仕方が紙で出すというのはあり得ない

だろうと、私自身でも思うんですけれども、実際上それができないことがやっ
ぱりある。私、高橋さんに頼めばよかったって、今になって思うんですね。こ
れ、悪いけどパソコンで書き直して出してくれない？ って、そのとき頼めば
よかったと思うんですけど、もうそんな頭もないぐらいで。 
 意識にないということではないんですけれども、やっぱりこういう問題とい
うのは改めて、自分の日常の生活の中と別の次元のことで考えなきゃいけない
という、そのことをすごく認識しました。それはとても大事なことなんだけれ
ども、ただ、だからといって日常のことと離れるようなことがあっては、やっ
ぱり審議会の目的には違ってくるのかなとか、いろいろ自分なりに、自分の報
告に対して理屈をつけまして、今回これで通させていただいております。 
 一つ、今回のことと関連するんですけれども、敬老大会というのがありまし
て、今回、初めてなんですけれども、芸小ホールで講演会をやってそれをオン
ラインで配信して、敬老者の方たちに、地域の会場に来るなり、御家庭でオン

ラインで参加していただくという方法を取るんですね。多分、高齢者に対して
こういうふうな動きをしたのは初めてだと思うので、どの程度の参加があって、
どの程度の実行力があるのかというのは、高齢者支援課のほうでも全然分から
ないと、全く未知数ですというふうにおっしゃっているんですけれども。 
 実際上は、どう考えても高齢の方がオンラインで、そういった敬老大会に参
加するかというと、私はかなり薄いだろうなという思いがしているんですね。
だけど、ただそういうことをやりながら、だんだん、いろんなところで高齢の
方に対しても、こういう場面がありますよということを提供していく。そのこ
とは必要かなというふうに思うので、今回この敬老大会というのも、９月なん
ですけども、どういうふうな状況になるかというのは、ちょっと注視して、も
う少しまともな御報告ができるように、次回は頑張りたいと思います。 

 

生島議長 ありがとうございます。でも、非常に大事な意見をいただいたと思ってい
ます。 
 では、大森委員、お願いいたします。 

 
大森委員 検討課題を１つだけ提案させていただきます。国立市の生涯学習・社会教

育分野におけるＩＣＴ活用、これまでどうなっているのかということの成果と
課題、課題というのは、見落とされることの多い問題点などですね、それらを
丁寧に整理するのがよいのではないかなと思います。これは加藤委員がおっし
ゃったこと、桒畑委員がおっしゃったこととも重なっていることなのかなとい
うふうに思っています。 
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 以上です。 
 

生島議長 ありがとうございます。 
 では、中田委員、お願いいたします。 

 
中田委員 山括弧で分野を便宜的に分けて書いてみました。 

 最初のインフラ整備というのは、条件整備の課題ですので、できることとで
きないことがありますが、まずはそれを前提とした上で、あと何があるのかと
いうことで３つ程、山括弧の目次を入れてあります。が、内容は既に皆さんの
報告の内容と重なるところが多いので、読み上げるのは省略させていただこう
かと思います。 
 最後につけたアスタリスク３つについては、具体的な施策というよりは観点
というべきもので、ＩＣＴによって何ができるのかという考え方、これは置き
換えることができて置き換えてもよいものというものと、ＩＣＴによって初め

て可能になるものというふうに分けてみました。それから、ＩＣＴそのものの
利用の仕方とかリテラシーのようなもの、ＩＣＴを学ぶということも別建てと
してあるんじゃないかと思っています。 
 ＩＣＴによってと、ＩＣＴをということで分けましたけれども、何か具体的
な施策を考えるときには、あくまでも市の事業ですから市民全般を想定する必
要があるんですけれども、実際には具体的な名宛て人を顔の見える形で念頭に
置きながら、具体的なものを詰めていけばいいんじゃないかなと考えました。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 では、矢野委員、お願いいたします。 
 
矢野副議長 主に３つ項目を挙げさせていただきましたけど、その前に桒畑委員、ほ

かの委員さんもおっしゃっていましたけど、国立市生涯学習振興・推進計画で
は、ＩＣＴ活用は学習情報の収集、発信にのみ位置づけられており、今回の諮
問理由の学習機会の充実については言及されていませんので、進捗状況調査に
は出てきません。改めて、進捗状況調査のときに一緒に調査するのか、あるい
は別に調査するのかということもありますけど、現状はどうなっているのか、
何らかの調査をしていかないといけないかなと思っております。 
 その上で、私は公民館運営審議会から出ておりますので、公民館事業を中心
に考えているということで、御理解いただければと思います。 
 一般的な検討課題としましては、精神や身体上、会場に行くことが困難な、
直接参加することが難しい市民の方への支援体制をどうしていくのか。これは
財政上の課題にもなってくると思いますが、福祉と違ってなかなか国や都の補
助金、助成金等は、現在はちょっと得られにくい状況だと思いますので、それ

をどうしていくのかということと。あと、これは具体的なんですが、直接参加
ですと国立市民あるいは近隣市の方ですが、オンライン事業ですと、ホームペ
ージをご覧になり、遠方の方も参加できます。事務負担もありますので、どこ
まで遠方の方の便宜を図るべきなのか、その基準の問題もありますし、公民館
は全て無料ですので、無料の場合、オンライン事業は参加者のキャンセル率が
高い傾向にあるというふうにも言われていますので、その対策もあるかなと思
います。 
 それから、国立市の地域特性からＩＣＴ活用を考えますと、諮問理由に、遠
方で現場に来ることが難しい講師に、オンラインで講演いただくことが可能と
なるというようなことが書かれています。それはそのとおりだと思いますが、
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地方都市などで、なかなか適切な講師がいらっしゃらないというような場合は
非常に有効だと思いますが、国立は東京なので、周辺にはたくさんの大学があ

りますし、市内にも一橋大学等ありますので、講師の方が直接講演に来るとい
うことは、基本的に可能な場合が多いので、その頻度というのはそれほどでも
ないだろうなということと。 
 それから、７９２の全国の市の中で４番目に狭い面積という、そういう利点
もあります。狭い面積で非常に交通至便であるというところがあります。そこ
ら辺のことから、どこまでどういった形でＩＣＴ活用を広げていくのかという
のも、考えていかなければならないと思います。 
 それから、施設ごとにかなり課題が違いますので、調査結果により検討する
必要があると思います。 
 ３番目の職員の負担増への対応ですけど、これは第３３期の国立市公民館運
営審議会の答申、昨年の１０月１日付で出した「新型コロナウイルス感染拡大
時における教育機関としての公民館事業について」の中で、公民館職員への個

人アンケートをいたしました。その中で、オンライン併用講座に対する過重負
担が挙げられていました。基礎自治体の性格から、オンラインのみの講座は例
外的で、基本的にはオンライン併用講座となります。併用講座は事務負担も増
えますし、当日従事する職員が増える。職員が１名配置の講座に２名配置しな
ければなりませんので、特に参加者が多い土曜、日曜に併用講座が実施される
ことが多いため、休日出勤が増える傾向にあります。職員の負担増にどのよう
に対応していくのかということも課題かと思います。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございました。 

 私のほうでこの議事を進めるに当たって、皆さん方からの意見を見させてい
ただいたり、私自身もこの会を進めるのに考えようと思っていたんですけれど
も、皆さん、今お聞きいただいたとおり、重なっている部分もかなりあります。

それから、非常に具体的な御提案をいただいたりとか、またはこれからの進め
方として、こういう調査をやったほうがいいんじゃないとか、そういう手順の
こととか、様々な柱というか、今回の御報告の中でありましたので、まずちょ
っと私のほうで、見取図というか整理したものを作りました。なので、今、追
加で資料を配っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
基本的に、皆さんの御意見を整理させていただいたということです。私も、こ
こも必要かなというところを追加させていただきました。 
 ここで、私のほうでの整理を見ていただきながら、さらに不足している点で
あるとか、私はここをもう少し入れたのに入ってないじゃないかとか、こうや
って並べたらもう少しここもあるよねというようなこともあればと思って、こ
の後、議論を続けていきたいと思っていますが、ちょっと説明させていただき
ます。 

 繰り返しになるところは省きますけれども、まず、具体的な御提案をいただ
きました。例えば情報発信です。小中学校のホームページにリンクバナーを載
せるとか、くにペディアであるとか、事業に関する案内とか募集を情報発信す
る、公式ＬＩＮＥなどを使ってとか。あとはＩＣＴが苦手な人のための相談Ｌ
ＩＮＥということも、情報発信として具体的に提案されました。 
 それから、学習支援ですね。授業というだけじゃなく、個人の学びというの
を支援していくということで、図書館との連携であるとかオンライン自習室、
オンライン質問、特にアバターやニックネームでというような提案もいただき
ました。 
 あと、講座や研修事業をどう進めるかということで、講師にオンラインで出
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てもらうことで、遠方の人たちにも出てもらえる、遠方の講師を呼べるという
ことですね、旅費などを考えずに。そういうことであるとか、市民の学習機会

の提供、またはそういったことができるような職員の専門性の確保。あとは学
校を活用したパソコン講座であるとか、ＩＣＴを進めていくときのサポーター
をつくっていく事業というのも、御提案いただいていたかと思います。 
 その次なんですけれども、この会議の中でこういう調査をしていったほうが
いいんじゃないかとか、こういう情報把握が必要なんじゃないかということで、
方法としましては、アンケートであるとか、先ほど少し挙がりましたけれども、
中間評価の中に組み込んだり、関連したりしながら、実態把握をしていくとい
うようなことがあり得るんじゃないか。また、これも内容によっては市民を対
象にとか、施設を対象にというのもあるのかと思います。それと担当者や責任
者からヒアリングをする。さらに文献またはインターネットなどによる情報収
集、そして他市の情報把握ということ。加藤委員からは、海外のこともあって
いいんじゃないかという話もありましたけれども、そういったことが挙げられ

ておりました。 
 その調査の内容としましては、まずはやっぱり、一体ＩＣＴがどういうふう
に活用されているのか、実態把握していくということが必要なんじゃないか。
これは実際にやられていること、やられたこと、その課題を検証するとか、イ
ンフラの整備状況。 
 次に、やっぱりＩＣＴ活用について、もう少し全般的な調査ということで、
市民や社会の中でＩＣＴがどのように活用されているのか、実際にデジタル機
器やＩＣＴ環境の現状分析、そしてメリットやデメリット、要望ということも
あったかと思います。 
 そして、こういうことをやっていく上で見落としちゃいけないよねとか、こ
こはちょっと検討していかなきゃいけないよねというような課題として挙げ
られていたものとして、根岸委員も非常に丁寧に御説明いただきましたけれど
も、どんなものがデジタル機器として活用できるのかとか、操作できない人、

導入できない人への対応をどうするか、さらに中田委員がお書きくださったと
ころですけれども、ＩＣＴによって置き換えられることとか、さらに実現可能
になることとか、ＩＣＴを活用してリテラシーを高めていく学習活動というの
が必要なんじゃないか。 
 もう一つ、次の丸は、全ての人々に学習機会の保障につながるようにと、こ
れ、具体的にこのワードはこの中には出ていないんですが、谷口委員がおっし
ゃってくださったような高齢者、矢野委員は公運審から出ていただいています
けれども、特に国立市の場合、しょうがいを持っている方々であるとか、本当
にそういう方々も含めて全ての人に、あと、ふだん公民館に来ないとか、社会
教育に関わらない人というのも、全ての市民の学習機会の保障につながるよう
にということで、どんなことができるかということです。 
 あとは、そうは言ってもやれればいいという問題じゃなくて、職員の加重負

担をコントロールしていくことが必要であり、実は第３３期国立市公運審の答
申、非常に分厚い報告書ができているんですけれども、矢野委員も非常に熱心
にワーキンググループなども関わられたということを伺っていますが、全国の
公民館関係者の中でも非常に注目されています。公運審でここまで、コロナ禍
のことをまとめたかということで、公民館学会などでも注目されたりしており
ますので、ここはそのお膝元であるということは、その辺の情報をこちらのほ
うでも共有していく必要はあると思います。 
 それから、大事なポイントとして、国立市の地域特性というのも必要なんじ
ゃないか。有識者が多いとか、交通が非常に至便であるということ。その辺り
も考慮する必要がある。 
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 あと、これは実際に本当に事業をやると出る問題なんですが、オンライン事
業だと本当に遠方の人も参加者として可能。今インターネットでどんどん事業

の情報が発信されるということは、制限がないので、全然国立市と関わらない
人も恩恵を受けられる。そういったときにどういうところまで便宜を図るべき
なのかということ。 
 一方で、オンライン事業は無料のときにキャンセル率が高いという実態もあ
りますし、もう一つ、これは私も書き加えさせていただいたんですが、フリー
ライダー化、例えば画面をオフにして、ただ本当に何となく聞いている人。そ
もそも社会教育の事業だと、交流するとか、つながりをつくるとか、そういう
のが目的でもあったりするんだけど、ただ本当に傍聴者になっていく人ってい
うのも非常に増えていて、コアな人たちが育たないということも課題としてあ
るかと思いましたので、そういうフリーライダー化への対応というのは、キャ
ンセル率とか、そういうのとリンクできるんじゃないかと思いました。 
 あと、加藤委員が言ってくださり、私も書き加えさせていただいたんですが、

前期の社会教育委員の会議では、横断・連携、各他部局や他機関、または市民
との横断・連携というのを話題にして議論してきましたけれども、このＩＣＴ
活用というのも、やっぱり市民の学習機会の提供となると、機械の話、インフ
ラの話とか、情報発信とか、オンライン講座の参加と、どうしても市民と事業
というのにリンクしがちなんですけれども、それだけじゃない、やっぱり学習
機会を提供する側同士もつながることができるという意味で、ＩＣＴ活用をし
た他部局、他機関との連携、市民との連携という視点も必要かなと思っていま
す。 
 そういう意味で、これから議論をしていくときのちょっとしたまとめという
ことで、これは後で皆さんにもいろいろコメントをいただいたり、付け加えた
りしていただきたいなと思ったんですが。まず、ＩＣＴ活用と言ったとしても
いろんな側面がありますよねということで、事業の実施のこととか、情報、学
習支援、さらには情報発信や広報、そして、そもそもそれを支えていく上での

インフラ整備というのがあるかと思います。 
 その上で考慮すべきこととして、多様な市民がいる、学習者がいる。全ての
人々へといったときに配慮しなければいけない、それから国立市の特性、そし
て職員のスキルや負担、活用に当たってのメリット、デメリット、こういう辺
りのポイントがあるかなということで、ちょっと皆さんから出していただいた
ものを整理させていただきながら、私も付け加えさせていただいたというとこ
ろであります。 
 こういうふうなところでちょっと見取図を作りましたけれども、さらにこう
いうふうに見ていくと、この部分も必要なんじゃないかとか、またはこういう
ところはどうなんだとか、そういったことをここでさらに、御意見をいただけ
ればと思いました。あと、私はここを考えたんだけど載ってないみたいなこと
がありましたら、ぜひ御指摘いただいて共有したいと思いますが、皆さん方か

らいかがでしょうか。どこからでも、ざっくばらんに御意見いただければと思
います。 
 谷口委員、お願いいたします。 

 
谷口委員 谷口です。オンライン事業で無料の場合、参加者のキャンセル率が高い、

フリーライダー化等への対策ということなんですけれども、私も今まで何回か
講演にオンラインで参加したことがあって、九州のほうの大学の講演だったり、
地方の行くことができないところの先生たちのお話が聞けて、大変参考になっ
たんですけれども、確実にフリーライダーなんですね。御意見をどうぞみたい
に、何かそういう場面が突然出てきて、慌てて切っちゃったということがあっ



 11 

て、自分がそこへ映るというふうなことは全く考えていなかったので、それが
分かっていれば、座る場所も考えなきゃいけないですしとか、いろいろやっぱ

りあるわけですよね。 
 ただ、フリーライダーで参加をしたんだけれども、じゃあ、それが無駄だっ
たかということには絶対なっていなくて、その話そのものはとても参考になっ
たので、決してフリーライダーで参加する人が無駄だったり、運営者には回ら
ないんだけれども、参加者としては非常に有意義であったというふうに、私は
感想を持つんですね。だから、決してそういう人たちが悪いというか、問題と
いうふうにはならないんじゃないかなというふうに、ちょっと。だから気楽に
参加できる。聞くだけでもいいから参加したいっていうような人はたくさんい
ると思うので、その辺は、じゃあ、そういう人たちはどうなのかなというのは、
ちょっと今、お話聞いていて思いました。 

 
生島議長 ありがとうございます。今の御意見に関連して、今はいろいろ出していた

だければと思いますので、関連する、しないに関わらず、どうぞ。 
 
谷口委員 もう一ついいですか。オンラインで、子供たちも皆やってますけれども、

国立市の中で子供がフリーＷｉ－Ｆｉで使えるところが非常に少なくて、公民
館と矢川プラス、市役所は駄目なんですね。それで子供の居場所事業というの
をやっている団体さんが結構増えているんですけれども、そういうところはみ
んなフリーＷｉ－Ｆｉで使わせるんですね。子供が学習するということにおい
ては、今の子供たちはやっぱりパソコンを用いて学習するということがすごく
多いので、そういう環境を整えてあげないと、勉強しましょうっていって、紙
と鉛筆持っていらっしゃいということではないんですね。 
 だから、その辺の環境の設定というのは、国立市は何かあまり進んでないの
かなという印象がちょっとあって、どうにかしてほしいなというのをすごく思
いますね。 

 
生島議長 ありがとうございます。ここでも調査の内容の中にありますけれども、じ

ゃあ、一体どういう実態なのか、手応えとして少ないようだというだけじゃな
くて、実態はどうなのかというところを調査していったらいいんじゃないかと
いうふうな御意見もありますので、それを後押しする御意見として受け止めら
れればと思います。 
 ほかにはいかがでしょうか。 
 矢野委員、お願いいたします。 

 
矢野副議長 この諮問の内容を考えますと、自治体のＩＣＴ活用全般ではありません

ので、あくまで生涯学習・社会教育の学習機会の充実の可能性とその方策とい
うことですので、どこまでがその分野のことなのかを、今後だんだん詰めてい

かないといけないかなと思います。 
 
生島議長 ありがとうございます。非常に大事な視点をいただきましたけれども、ど

こまでをこのＩＣＴ活用に関わって議論するかということで、今お話ありまし
たとおり、自治体全てなのか、それとも生涯学習・社会教育の学習機会の提供
という部分なのかというところは、これからちょっと議論していこうと思いま
す。そう遅くないうちに、これはまとめたほうがいいのかなというふうには思
います。 
 あわせて、これも皆さん方から御意見いただきたいんですが、市民レベルで
一人一人がいろいろな形でやっているものもありますよね。それとか、一般の
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人たち同士が活動したり、サークル同士が何かやったりとかする、そういうと
ころまで目を配るのか、ここではむしろ生涯学習振興・推進計画の範囲であっ

たり、行政からの提供の部分ということで対象にしていくことにするのか。そ
の辺りも検討していかないと、かなり広くなっていってしまうかなというふう
にも思いましたので、その辺も併せて、皆さん方から御意見いただきながら、
対象とか範囲を絞っていくことが必要かと思いました。矢野委員、ありがとう
ございます。 
 いかがでしょうか、皆さん方からも御意見。 
 大森委員、お願いいたします。 

 
大森委員 意見というよりは感想なんですけど、矢野委員の御報告を聞きまして、そ

れから委員長のまとめも聞いての感想なんですけれども、国立市の公民館でま
とめられている。第３３期の運営審議会答申ですね。すいません。これ、まだ
僕、概要しか拝見していないので、これはぜひ共有しておきたいなというふう

に思いました。 
 
生島議長 ありがとうございます。大事な御指摘、ありがとうございます。そうです

ね、国立市公民館運営審議会のあの答申を、関連というかむしろ矢野委員が出
てきていただいていて、公運審のほうでは、社会教育委員の会が何を議論され
ているかというのも報告していただいています。そういう意味で、公運審のほ
うで実際どういうふうにされて、まとめられたのか、そこの中でどういうこと
が課題として浮かび上がったのか、そこには当然、多分ＩＣＴの活用というの
は出てくるかと思いますので、ここで言われたことというのは、ぜひこの会の
中でも共有したいなというのが、具体的な直近でできることかなというふうに
も思っております。御意見いただきました、ありがとうございます。 
 矢野委員、お願いいたします。 

 

矢野副議長 ２期目の方には前期のときに、皆さんに配付させていただきましたので、
今回１期目の方については公民館から事務局のほうに送付していただき、そこ
から配っていただくという形にできますでしょうか。 

 
事務局 大丈夫です。 
 
矢野副議長 かなり厚いので、ちょっとネットから打ち出すと大変なことになっちゃ

いますので。 
 
生島議長 どうでしょう。矢野委員、ここでは職員のことが問題提起としてあったと

いうことがありましたけれども、それ以外にもＩＣＴ活用の実態であるとか、
メリット、デメリットというようなこと、かなり触れられたりしているか、ま

たその辺、矢野委員は把握されているかどうかというのは、いかがでしょうか。 
 
矢野副議長 すみません。今日持ってきていませんが、コロナ禍なので対面の参加者

数を絞る必要があり、併用事業を始めたというふうに聞いています。現在も併
用事業は行っていますが、コロナ禍ほどの数ではないというふうに聞いていま
す。 

 
生島議長 何か可能であれば、この中でＩＣＴ活用ということに関連がありそうなト

ピックとか、矢野委員、知っているところで少し、次回にでもちょっと話題提
供をしていただければいいなというふうにも、今の御意見伺っていて思ったん
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ですが。その辺は可能そうでしょうか。 
 

矢野副議長 もう一度確認します。 
 
生島議長 ぜひその辺も含めて、お願いできればと思いました。ありがとうございま

す。 
 ほかにはいかがでしょうか。 
 少し私のほうでも、かなりぎゅっと整理をしてしまいましたので、皆さんか
らも本当にざっくばらんに御意見いただければと思っています。 
 どうでしょう。山口委員、寺澤委員、かなり具体的な御提案だったので、こ
の後どういうふうに動いていくかというような視点ではあまり書き込まれて
いなかったんですけれども、今、皆さん方の御意見を伺ったりしながら、そう
いうようなことも、もし追加で思いついたこととか、後押しするようなことが
あれば、御発言いただければと思いますが。 

 
山口委員 山口です。学校の教育の視点からいうと、ＩＣＴ活用をすればするほど非

常に便利になるんですが、一方で、学校でも非常に今、頭を悩ませているのが
個人情報の管理なんですね。ですので、社会教育分野でＩＣＴを活用するとき
の情報管理というかシステム管理と言うんですかね、ＩＣＴを使えば使うほど、
やっぱり国立市民の方の個人情報もどうしても動くことになると思うので、そ
れをしっかりと管理していく、システム的に管理していく後ろ盾がないと、も
ろ刃の剣になってしまうのかなという、少し心配な点があります。 

 
生島議長 ありがとうございます。重要な視点を御発言いただきました。 

 寺澤委員はいかがでしょうか。 
 
寺澤委員 ちょっと視点変わっちゃうかもしれないんですけど、こういうときに割と、

できない人の対応はどうするんだという視点から、いろいろ議論されて、じゃ
あ、そういう人のためのフォローをしようというのもすごくいっぱいある。じ
ゃあ、できる方のそれぞれのスキルをどう伸ばすかとか、その子たちがより活
用できるもののスキルが上がれば上がるほど、何でもそうですけど、経済的な
負担というのが上がってくる。そこでいろいろ諦めなきゃいけないことという
のが割と増えてくるので、そっちの視点も少しあるといいかなと。特に今はや
っぱりデジタルネィティブなんて言われている子供、そういった子供たちがこ
れから生涯学習として、何か一生のものを身につけていく、そこの段階という
のは、やっぱりちょっと大切にしてあげられるといいなというのは、すごく感
じたりします。 
 あと、さっき谷口委員もおっしゃっていたんですけれども、フリーライダー
になって、必ずしも悪くないというのは私もちょっと思ったりもしています。

公民館さんと学園は、コロナ禍で割といろいろな講座をハイブリッドでやらせ
てもらっていました。公民館の職員の方の負担ももちろんすごく大変だったの
は分かるんですけれども、でもその間にも、やらせていただいていた継続的な
講座で、関係性とか興味が切れなかったというのは、すごく大事なことだった
と思うんです。これが対面だけにこだわっていたら、多分関係がそこで何年間
か、一旦切れてしまったと思うんですね。それが切れずにいろいろと続けられ
て、さらにその中で遠方の方とか、これまで対面で行くのは大変だったとか、
子供が小さくて会場に行くのははばかられるという人たちが、積極的にオンラ
インで参加してくれた。それってすごくうれしいことで、やっぱりそういった
利点もあったなというのは、ちょっとハイブリッドで感じたところで。 
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 コアになってくれる人が、確かに少ない感じは私もするんですけど、それよ
りも、コアにはならなくても応援してくれる、サポーターとして手助けしてく

れる人というのは、すごく増えたという印象があります。あくまでも印象で申
し訳ないんですけども、そんな印象がありますので、加えさせていただきます。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 ほかの方々、いかがでしょうか。ぜひ、今の皆さん方の御意見伺ってという
ところで、さらに御発言いただければと思います。 
 加藤委員、お願いします。 

 
加藤委員 加藤です。あんまり話がまとまってるわけじゃないんですけれども。今、

寺澤委員がおっしゃっていた、できない人への対応だけではなくて、できる方、
やれる方の向上みたいなことって、私はすごい大切だなと思っておりまして。
特に若い方、小学生とか、そういった子たちというのはこれから上に上がって

いって、そのさらに下の子たちが出てくると、またその子たちも当然、そうい
ったデジタル環境というのを学ばないと、社会でうまくやっていけないんじゃ
ないかというふうなことがある中で、多分そのサイクルを考えていっても、当
たり前にそういった教育がなされる環境をつくっていかないといけないんだ
ろうというふうなことを考えると、今からなのか、以前からかもしれませんけ
れども、そういった環境を整備していくということ自体が非常に大切になって
いくだろうと、長い目で見ると、というようなことを思いながら、お話聞いて
おりました。 
 何かそういったことも含めて考えていく中で、これ、最終的なところをどこ
に落とし込むのかっていうのは、今回初めて参加させていただいたということ
もあって分からないところもありまして、具体的な提案とかいうのを出そうと
思ったら、結構いろいろ出せるんじゃないかなと思うんですけれども、先ほど
の調査だったり、そういった点を充実させていくべきことなのか、何か総合的

にいろいろなことをとにかく提案すべきなのか、その辺りをどう最終的に考え
るべきなのかなというのは、ちょっと分からないなと思いながら聞いておりま
したので、その辺り伺いたいなと思いました。 

 
生島議長 ありがとうございます。今の最後の、御質問という感じかなということで

受け止めていきたいと思いますが。ぜひ２期目の方々からも、いろいろこれに
ついての考え方というか、いろいろな角度から御発言いただければと思います
が。 
 諮問があります。この諮問に対して答申をしていくという形を取っていくこ
とが必要なので、ここで言われていることというのは、国立市での生涯学習・
社会教育の場におけるＩＣＴ活用による学習機会の充実や可能性、方策につい
て、またはデジタルデバイド等の課題整理とその解消に向けた対応も含めて、

意見を述べてほしいということです。このことについて、意見であったり、提
案をしていくということになるかと思いますので、いろんなことは提案できる
かと思うんですけれども。 
 ただ、国立市の生涯学習の場のその充実ということを意識しながら御提案い
ただくという感じかと思いますので、その提案に関しては、報告書というか、
答申を報告としてまとめていくのに、やっぱり論拠が必要になりますので、そ
の論拠のために私たちは２年間かけて、こういうような情報を集めたり、調査
をしたりして、そういうプロセスでこういう議論をした結果、こういう提案が
出てきました、こういう意見がありましたという形でまとめていくということ
が必要かなと思います。 
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 いかがでしょう。桒畑委員、前期やってみて、感想であるとか御意見をいた
だければと。 

 
桒畑委員 例えば、すぐにでも入れていいんじゃないのということも、結果としても

出されていますけど、リンクを張るとか、ＱＲコードとか、それはもう最後に
忘れずに残しておいて、やっぱりあくまでも国立市において学習機会の充実の
可能性を、要はＩＣＴの活用含めてということですから、そこに絞るために、
だから私はまず現状を、活用なんてレベルじゃなくてはっきり言ってコロナだ
ったから、便利なものとして ICT を使ったというのがスタートだと思うんです
よ。そのことによって、分かったこともあるかもしれない。ですから今、私は
スポーツですけれども、コロナの前に戻そうという発想はないんですよ。コロ
ナを経て、コロナ禍でもやれたことの、いい点は継続している、コロナ以前の
より発展させた形で活動していきたいというのが、方針なんです。 
 そういった中で、ちょっとスポーツ絡みのとあることで、私事として話しま

すけれど、なるべくいろいろなことを進めていく中で、ＩＣＴを使って、皆さ
んも御指摘どおり、高齢者とか年代の高い方と若年層と、やっぱり分断しない
ように、そこを意識して、ただ、社会教育の対象が若年層なら、それはそれで
いいと思うんです。恐らくどんどん、どんどん、きっと小学校からタブレット
使っているぐらいですから、進むと思うんですね。 
 じゃあ、高齢者。これはだから、いろいろあると思うんです。先ほどたまた
ま敬老会の話が出ましたけど、私も義理の母が、今回はバスが出ないから、じ
ゃあ、私が連れていくから、北市民プラザ行こうよと。駄目なら駄目で、私が
パソコン持ってくるからというようなことをこの間やって、とにかく返事をさ
せたばかりなんですけど。つまり、私がその介添え者になっているわけです。
ちゃんと歩けるんですけど。要は高齢者でも、もうすぐ９０になりますけれど
も、それでもできる。でも一方で、私が知っている８０代前半の女性で、私と
ＬＩＮＥを交わしている、ずっとＬＩＮＥの仕方から教えたりしているわけで

すけど、とにかく便利なものがあるよと。そういうのを簡単に使えて、こうい
う社会教育、自分の学びの機会に行く。その方は他市、隣の市に住んでいるん
ですけど、やっぱり社会教育のいろんなことを利用して、週１回、午前中に通
ったりしているんですよね。 
 何しろ、とにかく何かを、この結論、提言をまとめる中で考えなきゃいけな
いのは世代、広い世代を対象にして、ただ、一括で考えるんじゃなくて、テー
マによっては絞り込んだ世代を対象としているものもあるわけですが、ただ、
広く全体の世代にやるようなテーマの場合、そこにはやっぱり介添え者がつく
ような、全部ここに出ていましたけれども、そういうことをベースに置いとい
て進めていってほしいなと思いますね。 

 
生島議長 ありがとうございます。そういう意味で検討していく視点としては、広く

世代をやるのか、それとも少し対象を絞って、世代ごとのサービスというのが
必要なのか、そういう区分けというのが必要そうかなということを、御意見と
して今伺いました。 
 もう１人、前期から続いての矢野委員ですけれども、まとめ方を見越しての
議論の展開という意味ではいかがか、ちょっとここで皆さんと共有したいと思
いますが、いかがでしょうか。 

 
矢野副議長 私はどうしても具体的に考えてしまうので、具体的に影響があるような

提言がまとめられるといいなというふうには思っています。言うのはいろんな
こと言えるんですけれど、行政のほうが、いや、これはちょっとできないねで
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終わってしまわないように、実現可能性があるような提案ができると良いと思
います。 

 その上で、今すぐ実現可能じゃないけれども、将来的な課題としてこういう
ことが必要だよというようなことで、２段階あるといいのかなというふうに思
います。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 もう一方、今の私も含めて３人というのは、前回と合わせて２期目なんです
けれども、中田委員は前に１期されたということで、今、我々は前期のイメー
ジしかないので、もしかして違う観点がおありかなと思って。何かありました
ら御発言いただければと思います。 

 
中田委員 私は１７期ですので、ホームページでもそのときの答申が見ることのでき

ないぐらい古いんですね。学校施設の利活用ということと、放課後子供プラン

という、文部科学省と厚生労働省にまたがる事業の実施、導入についてをやっ
ていましたので、市外に話を聞きに行ったりしたこともありました。学校施設
の利活用については、有料化することを提言すべきかどうかということで意見
が割れましたので、その辺りはいろいろ、メリット、デメリットなどを議論し
ていました。 
 実はその有料化の話が最初からあったわけではなかったので、最初は放課後
子供プランをどうやっていけばいいのかというところから入って、途中から、
学校施設の利活用、特に校庭とか体育館の施設をどう使っていくのか、まずは
現状把握、それから手続の仕方、で、どうすべきなのかを情報収集した上でや
りました。今回も調査という提案があるんですが、その中身とか規模にもより
ますけど、調査を入れるとすると、それなりの期間とか手間がかかりますので、
この２年間の中でどう進めていくのか、調査をどの程度やっていくのかという
ことが、スケジュールを考える上で大事になるんじゃないかなと思いました。 

 以上です。 
 
生島議長 ありがとうございます。第１７期でも、やはり調査をしながら議論を展開

していき、まとめてきたということで、ただ、今お話がありましたとおり、や
っていくとすると、どこを対象にどのところまでやっていくか計画的に進めな
いといけないということで、先ほど議論の範囲ということもありましたけれど
も、その辺りももう少し深めておきたいと思いました。 
 加藤委員、どうでしょうか。今、これからの議論の見通しというか、着地点
というのがどういうふうにつくられるかというような御質問をいただいたと
ころで、御意見をいただいたんですけれども。 

 
加藤委員 はい。おおよそは何か、どのように進めていくのかということ自体は把握

できました。ありがとうございます。 
 
生島議長 ありがとうございます。 
 
事務局 根岸委員もです。 
 
生島議長 そうですか。失礼いたしました。 

 根岸委員、何か付け加えることとか、当時の様子などあれば。 
 
根岸委員 私は２３期にやっていまして、そのときは生涯学習の情報発信と職員の専
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門性、その辺の議論をやっていました。そのときは、情報発信についてはホー
ムページをみんなで見て、見づらいね、カレンダーがあるんだけど、何がどこ

にあるか分かりませんねというような、そんな話をしていました。 
 あと情報発信については、メールで発信するとか、ＬＩＮＥ、ちょうどその
ときやっていたメンバーがよく分からなかったんですね。使っていなかったの
で。で、まずはじゃあ、みんな使ってみようというところからやりました。特
に調査について、有識者を呼んでヒアリングするとか、そういうことはしなか
ったですね。というか、あまりできなかったというのが正解かもしれないです。
ちょうどコロナ禍の２年間だったので、だからあまりそういうことはできませ
んでした。 
 だからその辺、本当はできればやったほうがいいんだろうなとは思います。 

 
生島議長 ありがとうございます。大変失礼いたしました。 

 今、根岸委員からもお話があったんですけれども、私も前期で調査活動を、

要するに担当者の方にここに来ていただいて、実態についてお話しいただくと
いうのを、芸小ホール、体育館、郷土文化館、図書館、公民館、５館ですね、
指定管理に出している場所、直営の場所ということで来ていただいたんですけ
れども。 
 進めていく中ですごく面白いなと思ったのは、調査の前は委員の方々がみん
な違う土俵で、自分の土俵で話していて、なかなかかみ合わないところがあっ
たんですが、調査をしていくうちに、何かみんなで同じ情報を取っていくこと
によって、そこを基底にしながら議論が膨らんでいったというようなことがあ
りました。まさに社会教育委員自身が、地域のこと、実態を知る一つの学びを
経て、報告にまとめていったような感触というのもありました。 
 そういう意味でも、根岸委員のお話にありましたとおり、まずは自分たちで
もちゃんと学んでみようというか、それをしっかりと地域で還元していきなが
ら、より国立市の学習機会の充実であるとか、計画推進ということに寄与でき

ることもあるかと思いますので、調査というのは一つ手だてになり得るかなと
いうふうに思っているところです。ありがとうございます。 
 いかがでしょう。何かもう少し、ぜひこういうことをやってみたいとか、そ
ういうことでもいいかなと思うんですけれども。 
 加藤委員、お願いいたします。 

 
加藤委員 加藤です。ありがとうございました。今の実態の把握などの調査をするに

当たって、先ほどどの程度の対象にするのかという話がありまして、まだ何を
調査するのか全然具体的でもないので、その前提ではあるんですけれども。例
えば、芸小ホールであったり公民館であったりとか、そういった主に市に関連
する施設の調査をしたことがあったという話だったと思うんですけれども、先
ほどもあったようにＩＣＴとかそういったものを既に、地域のどこかしらの団

体だったり、場合によると企業であったり、学生であったり、うまく使ってい
る事例はいくらでもあるんじゃないかなと思いまして、先ほどの国立市の地域
特性であったり規模感の中で実行するということを考えたとき、もしかしたら
そういったよい事例として、地域の中に転がっているかもしれないという意味
で、対象というのはそういった市の施設に限らず、地域の活動団体であったり
企業であったり、学生だったり、そういったところも入ってくるとよいのかな
と、聞いて感じましたということを、一応お伝えしておこうと思いました。 

 
生島議長 ありがとうございます。 
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桒畑委員 一つ補足で、桒畑です。議長が先ほど説明したように、昨年５つの施設を、
こちらにおいでいただいてヒアリングしたんですね。話していく中で、やはり

コロナ禍ということもあったんですが、それはちょっと外してもいいんですけ
ど、こういうことをしたいんだけど、うまくいった例だとか、このためにうま
くいかなかったとか、これが課題だということも言ってくれたわけです。です
から、今回、どこを対象にするか、大体出てくると思うんですけれども、それ
らを呼んで、じゃあ、今やろうとしている、各館はいろんなことを企画して事
業をやるんですけれども、その中で、何かＩＣＴとかＩＴみたいなものを使っ
てやったことありますかから始めれば、きっといろんなこと、もっとやりたい
んだと、アイデアは皆さん持ってるんです。持っているんだけど、タブレット
を持ってない人はどうしたらいいのか、もうみんな本当に現場は悩んでる。そ
の現場の話を聞くことによって、我々委員がみんな共有しましょうよと。そこ
からどんどん検討して、提言をまとめましょうということだったんです。 
 だから、やはり調査というのはあまりあれですけど、社会学的な手法として

は当たり前のことでして、まず現実を知って、当然、調査するに当たってはあ
る程度仮定も入れておいたほうがいいんですけど、こういうことなんじゃない
かなと思いながら、してみたら実は全然違ったというケースがあったりするの
で、やはり、もう百聞は一見にというような感じでしたね。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。今の御意見、段階もあるかなとも思っていて。加

藤委員がお話しいただいたこと、今、現場はここが課題だけど、じゃあ、それ
を乗り越えている手法として、何かこういうのもあるというのもおいおい、ス
テップとしてもあり得るかなと、桒畑委員の御意見も伺いながら思っていたと
ころでした。ありがとうございます。 
 でも、今強く桒畑委員からは、まずは現状把握というのが必要なんじゃない
かということがありました。大体、順当とすればそういうところかなというふ

うには思っているんですけれども、まずはそういったステップを踏んでいくと
いうことを、ここで共有させていただいてもよろしいでしょうか。 
 ありがとうございます。 
 じゃあ、今度、現状把握というのをどこまで、先ほど来話が出ている、どこ
までとか、誰を、何を対象に、そしてどういう現状を把握するか。要するに、
この検討課題や視点というのを具体的に、じゃあ、誰にこの辺を尋ねたらいい
かとか、どういう聞き方をすればいいかというような具体的な、これからの現
状把握のステップというのを、次回ぐらいに検討したいと思っておりますので、
ちょっともう一回、皆さん方で振り返っていただきながら、こういうところで
聞いたり、把握できたりすれば、こういった視点の状況が浮かび上がるんじゃ
ないかという、御意見を持ってきていただければと思います。 
 あわせまして、具体的に公民館のほうでも、公運審でまとめられたものもあ

りますので、そういったものもここで共有できるように、矢野委員に少し情報
提供、話題提供をしていただきたいなと思っているところです。 
 次回につきましてはそういうことで、具体的に今回のようにペーパーにまと
めてきてほしいというところまでは、お話ししませんので、まず、皆さん、意
見として出していただけるように、御準備いただきたいと思います。 
 あと、２年間ですので、特にこの２年間の後のほうの１年間の途中では、後
でちょっと事務局から御報告がありますけれども、国立市が研修会を主催しな
ければいけない立場になりますので、この研修に関する議論というのも、して
いくことが求められます。ですから、２年間といっても二十数回ではなくて、
ちょっとそういうことで使われる回もあるので、具体的に言うと十五、六回と
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かになるかと思いますけれども、そこの見通しというのも少し早めに出しなが
ら、調査であるとか、議論の回数を考えていきたいと思いますので、その辺も

併せて次回、議論できればいいなと思っているところです。 
 最後に何か皆さん方から、ここはちょっと確認しておきたいとか、発言して
おきたいというようなことがあれば、今、お聞きしたいと思いますが、いかが
でしょうか。 
 矢野委員、お願いいたします。 

 
矢野副議長 事務局に確認なんですけど、進捗状況の調査というのは、もう各課に依

頼している状況ですか。今回の社会教育委員の会で調査をさせていただくとす
ると、一番いいのは進捗状況のとき一緒にお渡しするのがいいと思いますけれ
ども、進捗状況の報告というのはいつ頃になりますでしょうか。 

 
生島議長 事務局お願いします。 

 
事務局 前回御説明いたしました、生涯学習振興・推進計画の中で、毎年度、進捗状

況を確認して社会教育委員の皆さんに報告するという仕組みがございまして、
令和元年にできたこの計画については、令和元年の振り返りから３回、既に報
告しまして、今回、令和４年度の振り返りというのを既に各課に依頼しており、
その締切りが先週になっていたので、今、これから取りまとめをした中で、次
回は難しいかもしれないですけれども、９月までには報告できるかなというよ
うな流れでございます。 

 
生島議長 じゃあ、もう各課には投げられている状態。 
 
事務局 そうです。もう各課に投げて、締切りが来ているという状況です。 
 

桒畑委員 ちょっと質問。今の件なんですが、年度ごとにまとめているということで
したが、今回は中間評価ということで、それはどういう形でやるんですか。 

 
事務局 今の話は毎年の振り返りの調査のことなんですけれども、計画全体が１０年

予定されている中、ちょうど半期を迎えているところで、その半期の振り返り
という、一つ上になる中間評価というのがございまして、こちらについては、
社会教育委員さんの中から評価の方法とか検討いただきまして、２４期の最後
の会議の中で、評価の考え方というのを、前期の方ですけれどお伝えしたとこ
ろでございますので、それについては先ほどの説明があった進捗状況調査の結
果も含めながら、今年度中に中間評価をするという、ちょっと２層の仕組みに
なっていますけれども、２つ走らせるというような状況でございます。 

 

桒畑委員 もう一つ質問です。今期は大事な、来年になるわけですけれども、国立市
が幹事市になってやらなければいけない事業があって、私は未経験なので、他
市で経験はあるかもしれませんけれども、大体この日にちが、ゴールというの
は決まっていますから、逆算していって、それでほかのこともスケジュールが
ここでこのくらいの回数分はブロック会議、研修会のために使うとか埋め込ん
でいくと、本当にあまりないのかなと思ったりもする。ただ、このブロック研
修会、来年の１０月から１１月のどこかでやった後は、また、今回のメインテ
ーマのまとめのために、きっと最後の３回、４回は提言の取りまとめに使うと
いうか。 
 ということは、ある程度まとめになる前、来年の９月頃までには、その下地
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がある程度できているというか、提言をまとめるだけの材料はそろえとかなき
ゃいけなくなる。そろえた上で研修会の準備をしなきゃいけないなと。そうす

ると、今年度末に中間評価が終わると、来年４月の１回目くらいに、何かその
中間評価について話し合うテーマになるのかなとか、そうやって大事なことを
埋めていくと、今回のメインテーマをやるのって、先ほどおっしゃったように
１６回と、本当に厳しくなるのかなとか。その１６回の中で、じゃあ、調査を
するとなって呼ぶとかといったら、例えば５つを呼ぶなら５回になるじゃない
ですか。今回は絞るとなったら無理してでも、例えば時間差で２つずつ呼ぶと
かいうこともあり得るとは思うんですけど。 
 その辺、スケジューリングしないと、前期ももうちょっと聞きたかったなみ
たいなのがありましたよね。その辺も、やっぱり準備はしたつもりですけど、
聞いてみると本当に奥が深いものがあって、やっぱりもう一回聞きたい、でも、
２回は嫌だよみたいなイメージもありましたから、そこら辺のやり方も少し準
備したいなというふうには思いますね。 

 
生島議長 ありがとうございます。今、桒畑委員から何点か、御質問、御意見ありま

したけれども、まず先に、研修会の企画をするに当たってのスケジューリング
ということにつきましては、次回具体的に、これから先、二十数回の会議の日
程というのを洗いながら、見通しをつけたいと思います。一体、何回ぐらいこ
の議論に充てられるのか。 
 あと、大事なポイントは、どこでまとめて時間が取れそうなのかとか、研修
会のとき、どこら辺でこの議論が途中で止まってしまうかというポイントを確
認しておいたほうがいいかなと思いました。 
 実際に研修会は、令和６年の１０月から１１月頃だと思いますけれども、直
前にバタバタっと決めるよりは、むしろ５月、６月頃にある程度内容を決めて、
それで告知をしてということになるかと思います。で、直前の回ぐらいで具体
的に、じゃあ、どういうふうに当日進めるかというような回になるかと思いま

す。多分、途中の７月、８月頃はこっちの議論に戻れたりもすると考えられる
かなということで、そういう区分けをした見通しというのも、次回御提示でき
るようにしたいと思います。 
 それからもう一つ、私も今、桒畑委員の御質問を受けながら、事務局に対し
てもう一回確認しておきたいんですが。となると、中間評価についての各課へ
の投げかけというのは、まだされていないと。 

 
事務局 中間評価の投げかけは、まだしていません。今回の令和４年度の振り返りも

含めて、各課に入りたいと思いますので。 
 
生島議長 分かりました。じゃあ、場合によってそれに乗って何かやるというのも可

能かどうか、検討の余地はあるかもしれないということかなということで、ち

ょっとそれはまた調整したいと、確認したいと思います。 
 皆さん方にも少し、そういったことも前提条件としてありながら御検討いた
だいていくということで、お願いできればと思います。 
 ほかには何か。 

 
桒畑委員 最後の質問です。今年の第２ブロック研修会は昭島市、１０月から１１月、

これはまだ具体的に決まっていないと。１０月から１１月というのは我々、い
ろいろと多忙でして、前回みたいに、本当に何とかウェブで途中参加みたいな
感じになったり……。 
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生島議長 では後ほど、これ、いいですよね、事務局に御準備いただいていますので、
今の桒畑委員の、具体的に先走って申しますと、１０月２１日にもう。 

 
桒畑委員 ああ、そうですね。はい。ありましたね。 
 
生島議長 なので、後で高橋さんのほうから御説明いただきたいと思いますが、簡単

に言ってしまうと、決まっているということです。 
 ほかにはいかがでしょうか。 
 谷口委員、お願いします。 

 
谷口委員 谷口です。去年の第２ブロック研修会の統一テーマというのは「学びが広

がり、人がつながり、みんなの願いでつくるまち」とここにありますけれども、
これを統一テーマとして、みんな各市が話合いをしたということなんですか。 

 

生島議長 私のほうから答えさせていただきますと、今ここに記載があるのは、この
後、事務局からも御説明ありますが、今年の計画です。令和５年１０月２１日
です。統一テーマというのは、都市社連協の統一テーマです。だから、都市社
連協の中には６ぐらいのブロックがあるんですけれども、第２ブロックのテー
マではなくて、全体のこの１年間のテーマが、この「学びが広がり、人がつな
がり、みんなの願いでつくるまち」というもので、これにひもづく形で、第２ブ
ロックでは昭島で、今年やりますけど、具体的にはまだここでは上がってきて
いないということになります。 

 
谷口委員 すみません。１年間違っていました。そうなんですね。 
 
生島議長 はい。来年度の統一テーマは、来年の４月ぐらいに決まりますけれども、

それを決めるのは都市社連協全体の幹事市になりますので、そこは国立市では

ないです。国立市は、その全体の中の第２ブロックの幹事市になるということ
です。 

 
谷口委員 何か広くてよく分からないような、全体が。そのブロックというのもよく

分からないんですけど。今のこの統一テーマというのがとても漠然としていて、
これを読んでも何か具体のものが出てこないというものなので、それに対して
どういうふうに私たちは話合いをしていくのかなというふうに思っているん
ですけど、その必要はないということですか。 

 
生島議長 ごめんなさい。これまだ、この後御説明いただくんですけれども、第２ブ

ロックの研修会、令和５年１０月２１日にやるものですが、統一テーマは東京
都の市部の社会教育委員の会議があるところ、全体で決まっているものです。

その中で第２ブロックというのは、国立、昭島とかこの近隣市、四、五ぐらい
の市で構成されているもので、昭島市でやるということは決まっているんだけ
ど、具体的に昭島市で何をやるか。この統一テーマにひもづく形で、第２ブロ
ックでは昭島市を幹事にして何をやるかということは、まだ明言されていない
ので、この後決まってくるかと思いますけど、まず日にちはここでやるから、
空けといてねという告知があるということです。 
 逆に言い直しますと、漠然としていることなので、各ブロックでいかように
も調理ができるようにということと捉えていただければいいんじゃないかと
思います。 
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谷口委員 はい。分かりました。 
 

生島議長 では、ちょっと先走って、こちらのほうは皆さん、御関心もありますけれ
ども、先に事務局のほうから、こちらのことについて御説明いただいてもよろ
しいでしょうか。 

 
事務局 事務局です。もうお話に出ているとは思いますが、今年度の都市社連協の行

事について、日程が決まっているものを御案内させていただきます。 
 第２ブロック研修会は、令和５年１０月２１日午後１時から４時で、昭島市
で開催されます。具体的なテーマや、内容は、また日程が近くなって案内が来
ましたら、また詳細を御案内させていただければと思います。 
 もう２点、決まっている日程がございまして、交流大会ですが、東京都の全
市町村が集まるものになります。日時が令和５年１２月９日、午後１時半から
４時半、調布市で開催予定です。 

 その後が定期総会として、こちらも全部の市町村が集まるものになりまして、
令和６年４月２０日土曜日、時間は未定でして午後予定となっております。開
催場所は調布市となります。 
 まずは日程について先に御案内させていただいて、それぞれ日程が近くなり、
内容が決まりましたら、改めて御案内させていただければと思います。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 こういうのを見ていると、多分、昭島は今、話をしているんだろうなという
ふうには思うところでありますけれども。調布市が今、都市社連協全体の幹事
市になっていて、来年、第２ブロックは国立市ですけれど、都市社連協全体は
町田市になるということが、もう決まっているということです。 
 ぜひ定期総会に来ていただくと、この様子が分かるかと思いますので、足を
お運びいただければと思います。 

 今、事務局からのお知らせもありましたが、これも含めて、何か皆さんから
確認しておきたいこととかあれば、最後にお伺いしたいと思いますが、いかが
でしょうか。 

 
桒畑委員 余計な補足かもしれませんけど、谷口さん、前回の会議でこういう資料を

もらっている。これを見ると、何となくイメージが湧くかと。例えば、昨年の
第２ブロック研修会というのは、立川市で１０月２９日に開催いたしました。
そのテーマはあるけど、もう立川市が自分たちなりにやっているということで
すね。事例紹介とか情報共有。これを見ると少しはイメージが湧くかもしれま
せん。 

 
生島議長 補足ありがとうございました。 

 矢野委員、お願いいたします。 
 
矢野副議長 日程的にお忙しい中ですが、可能であれば１０月２１日に出席していた

だいて、どういう運営の仕方をするのか確認していただくと、次回、国立市が
幹事市のときスムーズに話合いができるかなと思います。 

 
生島議長 ありがとうございます。来年は国立なんだということで、ぜひ御参加いた

だければと思います。 
 いつもこの辺、入試が始まってきたりとかして、我々、出られないことがあ
ったりとか。 
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 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 
 では、少し順番が前後いたしましたけれども、事務局からの御連絡、もう１点

お願いいたします。 
 
事務局 その他資料の中につけさせていただいております、全国社会教育委員連合パ

ンフ、『社協情報』、第８９号の購入についてでございます。こちらは、全国社
会教育委員連合より、冊子の発行ということで情報提供がありました。御購入
を希望される方は、事務局のほうにメールで御連絡をお願いできればと思いま
す。期限につきましては、大変短くて恐縮なんですが、８月６日日曜日までに、
事務局宛てにメールで、購入希望の方のみ御連絡をお願いできればと思います。 
 都市社連協関連については以上となります。 
 次回の会議の日程について、御案内させていただきます。次回の日程につき
ましては、８月３０日水曜日、午後７時から、今回と同じ第４会議室で開催い
たします。 

 事務局からは以上です。 
 
生島議長 ありがとうございます。 

 次回は８月３０日水曜日ということで、この部屋で７時からということにな
ります。よろしくお願いいたします。 
 何か御質問等ありますでしょうか。 
 なければ、本日予定しておりました案件は以上になります。 
 これをもちまして本日の会議を終了したいと思います。皆さん、お疲れさま
でございました。 

 
―― 了 ―― 


